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北東イン ド諸民族の基礎資料

アホム王国時代 の歴史

 アホ ム王 国時 代 には,イ ン ド世 界 と東 南 ア ジァ大 陸部 世 界 の 双方 か ら,ア ッサ ム地

方 へ 向 けて 政 治 的,文 化 的 な影 響 が 波 及 した 。 イ ン ドの 影 響 を代 表す る ものは,い く

つ か の ヒ ン ドゥー教 の 宗 派,イ ス ラム軍,イ ギ リス勢 力 な どで あ り,東 南 ア ジア 大 陸

部 の影 響 を 代 表 す る もの は,タ イ系 民族(シ ャ ン族)に 他 な らぬ ア ホ ム王 国 や,ビ ル マ

軍 な どで あ る。

 東 南 ア ジ アの 大 陸 部 で は,河 谷 の 低平 地 で の 水 田稲 作 を主 た る経 済 基 盤 にす る 集 団

と,山 地 部 に て 焼 畑 や 狩猟,採 集 を 主た る経済 基 盤 に す る集 団 が居 住 空 間 を 分 け て お

り,双 方 の 間 に は,政 治,経 済 上 の共 棲 や 対 立 関係 の 見 られ る ことが 広 く知 られ て い

る(例 え ば,[リ ー チ 1987])。 ア ッサ ム地 方 の 現 状 に おい て,山 地諸 州 が,次 々 に

生 まれ た こ と に引 き継 が れて い るよ うに平 原 の 民 と 山地 の 民 の共 棲,対 立 は,ア ホ ム

王 国時 代 に おい て も外 交,戦 役 史 上 の重 要 な テ ーマ の 一 つ で あ った。

 ま た,次 に 広 大 な ア ッサ ム谷 平 原 に展 開 した戦 役 史 に 目を転 じて みれ ば,こ れ を 織

りな した の は,い くつ かの 主 要 な宗 教 勢 力,民 族勢 力 で あ った といえ る。 アホ ム族 侵

入 以 前 か らア ッサ ム平 原 には ヒ ン ドゥー教 の 影 響 が あ った とい われ るが,ア ホ ム族 は

彼 らの民 族 宗 教 を ア ッサ ム に持 ち込 んだ 。 これ は,デ オ ダハ ー イ(Deodhai),モ ハ

ー ン(Mohan)な どの祭 司 階 級 に 引 き継 が れ る こ とに な る
。 しか し,ア ホ ム王 国 は,

そ れ に加 え て,サ ンカ ル デ ブ に よ り,ま ず ク ーチ 王 国 か ら 広 め られ た ヴ ァイ シ ュナ

ヴ ァ(Vaishnava)派,さ らに 肉 とアル コール の摂 取 を禁 じは しな いサ クタ派(シ ャ

クテ ィ信 仰,性 力 派)の ヒ ン ドゥ ー教 を採 用 す る こ とに な った。 この ア ホ ム王 国 に 対

して,ベ ンガ ル か らは 回教 軍 が何 度 も攻 め入 った。 ま た,ヴ ァィ シュナ ヴ ァ派 か ら生

まれ た モ ァ マ リア(Moamaria)派 は,上 ア ッサ ム の下 層 階級 に広 ま って,ブ ラー マ ン

を最 上 位 とす る階 層性 を否 定 し,強 力 な反乱 を起 こ して ア ホ ム王 国 を 脅 か した。

 13世 紀,ア ホ ム族 は,上 ビル マ よ り上 ア ッサ ムに侵 入 し,ブ ラマ プ トラ平 原上 部 に

支 配 権 を 確 立 した。 以 後勢 力範 囲 は拡 大 に 向 か うが,ア ホ ム王 国 の 中 心 地 域 は,一 貫

して ブ ラマ プ トラ平 原 上部 に存 在 す る こ とに な る。 当時,平 原 の 下 方 に は クー チ族,

カ チ ャ リ族 とい った勢 力 が あ り,周 囲を 囲 む 山地 に は,さ ま ざま な 山地 諸 部族 が い た。

 ア ホ ム王 国 初期 に は,山 地諸 部 族 の ほか,ビ ル マ 側 の フ コ ン(Hukawng)谷 の シャ

ン族 勢 力 との 争 い が 多 い。 時 代 が下 るに連 れ て,そ れ まで の ア ッサ ム中央 部 の 最 大 勢

力 で あ った カ チ ャ リ王 国,下 ア ッサ ム平 原に 中 心 を 持 つ カ ーマ タ王 国,ク ー チ王 国,
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回 教軍 な どの 諸 勢 力 と争 う こ とに な る。 この 地 域 の有 力 な 勢 力 と して は,こ れ らの他

に,マ ニ プ ー ル盆 地 に は マ ニ プ ール 王 国,ジ ャイ ンテ ィア 山地 か ら シ レ ッ トに か け て

は,ジ ャ イ ンテ ィア王 国 があ っ た。

 アホ ム族 は,15世 紀 頃 か ら しだ い に ヒ ン ドゥー化 す る。 回 教 軍 の 侵 入 は15世 紀 に始

ま るが,17世 紀 に至 る と,ベ ンガル の 回教 権 力 か ら強大 な軍 事 遠 征 が 行 わ れ,ア ッサ

ム史 は 新 た な 展 開 を見 せ る。 結 果 的 に は イ ス ラ ム勢 力 の陸 路 東 征 を 阻 む こ とにな る と

は い え,首 都 ガ ル ガ オ ン(Garhgaon現 在 の シブサ ガル 周 辺)を 一 時 的 に 占領 さ れた

こと もあ る。 ま た,モ ア マ リア派 の 反 乱 な ど,止 む ことの な い宗 教 勢 力 の 反乱 に手 を

焼 き,ビ ル マ軍 の 躁躍 に よ って大 打 撃 を被 る ことに な る。 そ して ビル マ軍 を追 い 出す

た めに は,イ ギ リス の カ を必 要 とす る こ とに な った の で あ る。

 しか し,ア ッサ ム に お け る ア ホ ム王 国 の もつ 意 義 は 大 きい。600年 間 に わ た って 上 ア

ッサ ム を統 治 し,現 在 ま で 引 き継 がれ る社 会構 造を 築 い た ので あ る。 タ イ系 部族 で あ

った ア ホ ム族 は,上 ア ッサ ム に侵 入 した 当時,既 に 文 字 を 持 って お り,年 代記 ブ ラ ン

ジ(buranji)に 象 徴 さ れ る よ うに,す ぐれ た 歴 史感 覚 を持 っ た民 で あ った 。 多 くの

ブ ラ ン ジは,ア ッサ ム 中世 史 の 重 要 な 史 料 とな って い る。 上記 の 諸 王 国 の状 況 な ど

は,ブ ラ ン ジ文 献 に よ って 初 めて 明 確 に 知 られ るので あ る。 こ こで は,ゲ イ ト,バ ス

(Basu)に した が って,ア ホ ム王 国 時 代 の歴 史 を 概観 す る[ゲ イ ト1944;Basu 1970]。

ア ホム(Ahom)王 国 の成 立 と拡大

 ア ホ ム族 は タ イ(Thai)と 自称 す る タ イ系 の民 族 で あ る。 な かで も,グ レー ト ・タ

イ,あ るい は シ ャ ン(Shan)族 な ど と呼 ばれ る もの に属 し,カ ム テ ィ(Khamti)族 な

ど と と も に,北 ビル マ を 中心 に 住 み着 いて い るマ ウ(Mau)・ シ ャ ンあ るい は,マ オ

(MaO)・ シ ャ ンと いわ れ る シャ ン族 の グル ープ に入 れ られ て い る。 ア ホ ム族 の 持 つ 王

統 の 降臨 神 話 は,こ の グル ープ に共 通 の もの で あ る。

 そ の神 話 と い うの は,天 に 住 ん で い た二 人 の兄 弟 で あ る ク ー ンラ イ(Khunlai),

ク ー ンル ン(Khunlunj)が 鎖 を伝 って 地 上 に降 り,そ の 王統 の子 孫 が ム ン リム ン ラム                                       σ

(Mungrimungram),ム ン ク ム ン ジ ャオ(Mungkhumungj ao),ム ンカ ン(Mungkang)

な どの 国 を つ く り,あ る い は治 め て い った とい うも ので あ る。 アホ ム王 国 建 国者 と伝

え られ るス カ ーパ ー(Sukapha)は,シ ュ ウ ェ リ川 畔 の マ ウル ン(Maulung)の 王 統

か ら出 た とい わ れ る。

 ス カ ーパ ー は,1215年,シ ャ ン族 の王 の 持 つ偶 像 で あ る ソム デ オ(Somdeo)を 携 え,

9,000人 の 男 女,象2頭,馬300頭 をつ れ て,マ ウル ンを 出発 した とい わ れ て い る。 そ
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して13年 間 か けて フ コ ン谷 か らバ トカ イ(Patkai)山 脈 を 越 え,上 ア ッサ ム に入 った

と いわ れ る。 最 終 的 に都 を チ ャ ライ デ オ(Charaideo)に 建設 し,ナ ガ(Naga),モ

ラ ー ン(Moran),ボ ラ ー ヒ(Borahi)な どの諸 族 を抑 え,バ ル ・ゴハ イ ン(Bar Gohain),

ブル ハ ・ゴハ イ ン(Burha Gohain)の2大 臣 を お き,ア ホ ム族 と 諸 族 との 通婚 を奨

励 した とい う。

 ス カ ーパ0(王 位 1228-68)の 子 ス テ ウパ ー(Steupha王 位 1268-81)の 時 代 に

は,同 じ シ ャン族 で あ る ム ンカ ンの ナ ラ族 に対 して 討 伐 隊 を 送 る ほか,カ チ ャ リ族 か

ら デ ク ー(Dikhu)川 以東 の地 を奪 って い る。

 ス カ ー ンパ ー(Sukhanﾘha王 位 1293-1332)の 時代 に は,カ ーマ タ(Kamata)

王 国 と戦 い,ブ ラマ プ トラ河 谷 の 実 質 上 の支 配 を 獲 得 す る一 方,ム ンカ ンの 王 が 納税

を要 求 した の に 対 し,そ れ を拒 絶 して い る。

 ス トゥ ーパ ー(Sutupha王 位 1369-76)の 時 代 に は,チ ュテ ィヤ族 と の間 で戦 い

が あ り,王 は暗 殺 さ れ て い る。 テ ヤオ カ ム テ ィ(Tyaokhamti王 位 1380-89)は

チ ュテ ィヤ族 を 討 伐 した が,後 宮 間 の 問 題 か ら重 臣た ちに暗 殺 され る 。

 テ ヤオ カ ム テ ィの 第2の 妃 の 子 で あ る スダ ー ンパ ハ0(SudangPha王 位 1397-

1407)が 捜 し出 さ れ て王 位 に就 くが,彼 は バ ラモ ンに 育 て られ た人 物で,こ の ころ

か ら アホ ム王 国の ヒン ドゥー 化 が始 ま る こ とに なる 。 バ ラモ ンが 王 の顧 問 の地位 を得

て,ヒ ン ドゥー教 の祭 儀 や慣 習 が行 わ れ始 め るの で あ る。 ス ダ ー ンパハ ー はバ ラモ ン

王 と も呼 ばれ る。 ス ダ ー ンパ ハ ーは,ド ー ラー(Dhola)に 都 を 建 設 した が,後 に チ ャ

ル グ ヤ(Charguya)に 都 を定 め た 。 テ ィパ ム(Tipam)の 首 長 た ちの 叛 乱 に端 を 発

して,ム ンカ ンの 王 が 侵 入軍 を送 っ たが,1401年,双 方 の バ ル ・ゴハ イ ンに よ って和

平 が締 結 され,バ トカ イ山脈 が両 国 の境 界 と して 決 定 され た。 ま たス ダ ー ンパ ハ ー王

は,カ ー ム ジ ャー ン(Khamj ang)族,ア イ トン(Aiton)族 な ど の服 属 を強 化 した。

 ス セ ンパ ー(Susenpha王 位 1439-88)の 時 代 に は,タ ング ス ・ナ ガ(Tangsu

Naga)と 戦 闘 が な され た。 次 の ス ヘ ンパ ー(Suhenpha王 位 1488-93)の 頃に も戦

闘 は再 開 され,バ ル ・ゴハ イ ンが殺 害 され る な ど す る が,最 終 的 に は撃 破 す る。 ス ヘ

ンパ ーは,タ イル ンバ ン(Tairun;ban)と い う氏族 の者 に よ って 暗 殺 され る が,ス ヘ

ンパ ーの 子 で あ る ス ピ ンパ ー(Supimpa王 位 1493-97)が 犯 人 を処 刑 す る。 ま たス

ピ ンパ ーの 妻 の一 人 は,王 の怒 りを か って あ るナ ガ 族 の 一首 長 の もとに 送 られ る が,

そ こで ス ピンパ ーの 子 を生 む こ とに な る。

 ス ピ ンパ ーの 後 を 嗣 いだ ス フ ンム ン(Suhungmung王 位1497-1539)以 降 は,王

は ヒン ドゥ門名 も持 って お り,ア ホ ム王 国で の バ ラ モ ン勢 力 の拡 大 が うか が われ る。
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ス フ ンム ンは バ カ タ(Bakata)に 都 を 建設 す る。 氏 族 分 けな ど の社 会 制 度 も整 え られ,

ま た,サ ク紀 元 も用 い られ る よ うにな っ た。 さ きの ナ ガ首 長 の 家 に生 まれ た ス ピ ンパ

ー王 の 子 は
,バ ル パ トラ ・ゴ ハ イ ン(Barpatra Gohain)な る新 官職 を与 え られ,バ

ル ・ゴハ ィ ン,ブ ルハ ・ゴ ハ イ ンと並 ぶ 地 位 とな った。

 この 時 代 に は数 多 くの戦 闘 が 行 われ,徐 々 にア ホ ム王 国領 土 が 拡 大 した 。1504年 に

は,ア イ トニ ア ・ナ ガ(Aitonia Naga)の 反 乱 を撃 破 した。1512年,ハ ーブ ン(Habung)

地 方 を併 合,1535,36年 は,カ ー ム ジ ャー ン,タ ー ブル ン(Tablung),ナ ム サ ン ・

ナ ガ(Namsang Naga)な ど の部 族 と戦 闘 し,服 属 させ て い る。 カ ーム ジ ャー ン ・ナ

ガは100頭 の 野牛 を貢 納 した とい う。

 1513年,侵 入 した テ ユ テ ィヤ族 を撃 破 し,ム ン ク ラ ン(Mungkhrang),ナ ー ム ダ ー

ン(Namdang)地 方 を獲 得 す る。 これ らの 前線 で は長 期 に わ た って 戦 闘 が続 くが,ア

ホ ム軍 は 徐 々に 進撃 し,チ ュテ ィヤ王 は殺 され ジ そ の領 土 は ア ホ ム王 国 の役 人 で あ る

サ デ ィヤ ・コ ワ ・ゴハ イ ン(Sadiya Khowa Gohain)に よ って統 治 され る こ と とな

る。1527年 に は 再 び チ ュテ ィヤ族 の 反 乱 を 鎮 圧 す る。

 1526年,ス フ ンム ンは カ チ ャ リ族 に対 して 進 撃 し,撃 破 す る。1531年 には 再 び戦 役

は 再 開 さ れ,ア ホ ム軍 は カ チ ャ リ王 国 の首 都 デ ィマ プ ール(Dimapur)に まで 進撃 し

た。 そ の 後再 び カ チ ャ リ族 との戦 闘 が行 わ れ た が,ア ホ ム軍 は 大勝 し,再 び デ ィマ プ

ール へ 進撃 す る が
,カ チ ャ リ王 は 逃亡 して お り,ア ホ ム 王 国の 領 土 は カ ラ ン川 以 北 の

カ チ ャ リ領 土 一帯 まで 広 が った。

 1526年,最 初 の 回教 徒 の 侵 入 が起 こる。 また,1531年 に は 回教 徒 の第 二 次 侵 入が 起

こ り,そ れ に続 いて,第 三 次 侵 入 が起 こる 。 水上 戦 闘 を 含 む戦 い は0進 一退 を 繰 り返

す が,ア ホ ム軍 はバ ー ラ リ(Bharali)川 の戦 闘で 回教 軍 に打 ち勝 ち,そ の将 ツル バ ッ

ク(Turbak)を 討 伐 し,カ ラ トヤ(Karatoya)川 まで 進 撃 し,地 方 君 主 フサ イ ン ・カ

ー ン(Husain Khan)は 捕 らえ られ て 殺 され た。 この 頃か ら アホ ム軍 は 火 器 を使 用

し始 めた とい わ れ る。1537年,ク ー チ(Koch)王 が来 貢 して お り,同 年 マ ニ プ ール 王

に は使 者 が 派 遣 され て い る。

 父 を殺 して 王 位 に つ い た ス ク レ ンム ン(Suklenmung王 位 1539-52)は,ガ ル ガ

オ ン(Garhgaon)に 遷 都 し,ま た,貨 幣 を最 初 に作 った王 と して 知 られ て い る。1546

年 よ り侵 入 した ク ーチ 王 国 と戦 って失 地 を 回 復 して い る が,当 時 の ク ー チ王 ナル ・ナ

ラヤ ン(Nar Narayan)は 下 ア ッサ ムで 最 も強大 な 王で あ った 。

 1603年,ス カ ー ムパ ー(Sukhampha王 位 1552-1603)の 時代 に は,ナ ル ●ナ ラ

ヤ ンの弟 チ ララ ィ(Ghilarai)が 兵 を 率 い て ア ホ ム王 国 の首 都 ガル ガ オ ンまで 侵入 す
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る。 ブルハ ・ゴハ イ ンの ア イ ケ ー クが 代 表 とな って和 平 締 結 が な され,ア ホ ム王 国 は

クー チ 王 国 の優 位 を 認 めて ブ ラマ プ トラ北岸 の 大 部 分 を割 譲 し,人 質,金 銀,象,布

の賠 償 品 を提 出す る。 しか し,チ ラ ライ が去 る と,ス カ ー ムパ ーは,ク ーチ軍 駐 屯 地

で あ る ナ ー ラヤ ン プ ール(Narayangpur)に 入 城 し,ア ホ ム軍 の敗 因 を 調べ て ア イケ

ー クを ブル ハ ・ゴハ イ ンか ら免 じ
,軍 を 整 備 して クー チ軍 に備 え,労 す る こ とな く人

質 も取 り返 し,失 地 を 回復 した。

 1563年 と1570年 に は,ク ー チ王 国 の 将 テ プ が再 び侵 入 した の に 対 して これ を撃 退 し

た 。1577年,ク ー チ王 国 内 の 内紛 か ら1,400人 の 軍 勢 が ア ホ ム側 に 亡 命 した。1585年 に

は ク ーチ王 女 が ス カ ー ムパ ーの 嫁 に迎 え られ た。

 1555年,ア イ トニ ァ,パ ープ ク(Papuk),カ ム テ ン(Khamteng)と い った ナ ガ勢

力 に 対 して討 伐 隊 を送 り,1569年 に は,プ ー セ ンタ(Phusenta)と い うナ ガ を討 伐,

1573年 には ア イ トニ ア ・ナ ガ(Aitonia Naga)を 討伐 した。1577年,ム ンカ ンの ナ ラ

(Nara)王 は カ ー ム ジ ャー ンに侵 入 して い る が,こ れ も撃 退 して い る。

 1563年,ナ ー ム ラ ップ(Namrup),テ ィパ ム(Tipam)に 侵 入 した チ ュテ ィヤ族 に

対 して は,軍 を サ デ ィヤ(Sadiya)に 進 駐 させ,1,000人 を 殺 害 し,3,000人 を 捕 虜 と

した。 チ ュ テ ィヤ族 は,1572年 に 再 度 来襲 す る が これ も討 伐 した。

回教戦争時代

 ス カ ー ムパ ーの 後 を 嗣 い だス セ ンパ ー(SusengPha王 位 1603-41)の 時 代 か らは,

さ らに 長 く きび しい戦 争 が続 く。 カ チ ャ リ王 は ア ホ ム王 国 内 に攻 め込 み,一 進 一 退 の

度重 な る戦 闘 の 後,和 平 が結 ば れ た。 一 方,1615年,ム ガ ール帝 国 ベ ンガ ル 知 事 の

シ ェ ク ・クア ー シムは ア ッサ ム討 伐 の 軍 を送 った が,こ れ を バ ー ラ リ川 にて 撃 退 した 。

後退 した回 教 軍 に 対 して追 撃 を か けた が,ハ ー ジ ョ(Hajo)よ り敗 戦 を 続 け,ア ホ ム

軍 は 後退 した。 バ ル ・バ ル ア(Bar Barua),バ ル ・プ ー カ ン(Bar Phukan)の 官 職 を

新設 した の ち,ア ホ ム軍 は再 び 回教 軍 を 迎 え撃 った。 敗 北 した 回教 軍 側 か らの 講 和 申

し入 れ に よ って い っ たん戦 闘 は終 結 す るが,ア ホ ム軍 が ハ ー ジ ョま で再 び奪 還 した と

ころ で ダ ッカ か ら回 教 軍 の援 軍 が 到 着 し,再 び大 きな戦 闘 とな った。 ハ ー ジ ョを 奪 還

した ア ホ ム軍 は回 教 軍 を追 走 し,ク ー チ王 の勢 力 下 にあ った 多 くのi長 た ち の服 属 を

得 る。 しか し,ま た もや ダ ッカ か らの 新 鋭軍 が 下 ア ッサ ムへ と到 着 した。 回教 軍 侵 攻

に備 え て い た ア ホ ム軍 もバ ー レバ ィタ に て敗 北 を喫 し,ス リガ ー1ト(Srighat)へ と退

却 したが,そ こで の水 上 戦 闘 も不 利 で,さ らに コ リアバ ール(Koliabar)ま で 後 退 し

た。 回 教軍 は ガ ウハ テ ィを本 拠 にか た め,上 ア ッサ ム侵 入 を 企 て た。 ア ホ ム軍 は それ

37



国立民族学博物館研究報告別冊  9号

を 阻 止 したが,も はや 追撃 の 力 もな く,ア ホ ム側 が和 平 を申 し入 れ,ブ ラマ プ トラ北

岸 の バ ル ・ナ デ ィ(Bar Nadi)川,南 岸 の ア ス ラル ・ア リが 両 国 の 国境 と され た。

 ナ リヤ ー ・ラ ジ ャ(Naria Raja王 位 164448)の 時 代 に は,ダ フ ラ族 や カ ムテ ン●

ナ ガ族 が 討 伐 され た が,王 は ブル ハ ・ゴハ イ ンた ち に よ って廃 立 され,毒 殺 され た 。

ジ ャヤ ドヴ ァ ジ ・シ ン(Jayadhvaj singh王 位 1648-63)時 代 に は,ラ クマ ・ナ ガ

(Lakma Naga)族 や ミ リ(Miri)族 が討 伐 され た ほか,ア ホ ム軍 が 下 ア ッサ ムに 派 遣

され た。 ガ ウハ テ ィまで 進 撃 し,ク ー チ軍 を撃 破 して彼 らを サ ン コ シ ュ(Sankosh)

川 ま で 駆 逐 して,実 質 上 ア ホム 王 国 は ア ッサ ム全 域 の 覇 者 と な っ た。 しか し,1662年,

ベ ンガル 総督 ミル ・ジ ュ ム ラ(Mir Jumlah)の ア ッサ ム遠征 が 始 ま り,ア ホ ム軍 は

ジ ョギ ゴ ーパ(Jogighopa)で の 敗 北 な ど に よ って 次 々 と退 却 を 続 けた 。 回教 軍 は,

ガ ウハ テ ィ,シ ム ラガ ル,コ リァバ ール と前 進 を続 け,つ い に首 都 ガ ル ガ オッ に せ ま

り,そ れ を 占領 した。 この 時,ア ホ ム王 は チ ャ ライ デ オ(Charaideo)へ と退 却 した・

雨 期 に な り前 線 の補 給 が 困 難 に な る と,回 教 軍 は徐 々 に退 却 を始 め た。 回教 軍 本 隊 が

し りぞ くとア ホ ム軍 は ガル ガ オ ンを 攻撃 し,奪 還 した 。 結局,ア ホ ム軍 は ミル ・ジュ

ム ラと講 和 条 約 を 結 ぶ が,彼 の病 死 に よ って 回教 軍 は ベ ンガ ル に帰 還 した。

 チ ャク ラ ドヴ ァ ジ ・シ ン(Chakradhvaj Singh王 位 1663-69)の 時 代 に は,バ ー

ンチ ャ ン ・ナガ 族 や ミ リ族 を討 伐 す る ほか,ア ホ ム軍 は 再 び ガ ウハ テ ィの 回 教軍 を攻

め,数 か月 か け て これ を 陥落 させ,バ ル ・プ ーカ ンの 居 城 とす る が,ガ ウハ テ ィ陥落

の報 を聞 い た ア ウ ラ ンゼ ー ブ帝 は,ラ ー ム ・シ ンを指 揮 者 とす る 大軍 を派 遣 した。 戦

闘 は テ ズ プ ール(Tezpur)な ど で行 な われ,一 進0退 が続 い た 。 戦 役 は ス ンヤ トパ ー

(Sunyatpha王 位 1669-1673)の 時代 へ と 引 き継 が れ るが,0連 の 戦 闘 に よ って ア

ホ ム軍 は カ ム ル ップ(Kamrup)の 西 境 まで 回 教 軍 を退 却 させ,ガ ウハ テ ィに は強 固

な 保 塁 が築 かれ た。 ま た この 頃 ダ フ ラ族 も討 伐 され て い る。

転換期のアホム王国

 ス ンヤ トパ ーが毒 殺 され て 以 降,ラ ラ ー ・ラ ジ ャ(Lara Raja王 位 1679-81)の

死 に到 る まで お よそ10年 ほ どの あ い だ に,7人 も の新 しい王 が王 位 につ くが,い ず れ

も殺 害 さ れて お り,ア ホム 王 国 は混 乱 期 を 迎 え る。 こ れは,重 臣 た ちで あ るバ ル ・ゴ

ハ イ ン,ブ ル ハ ・ゴハ イ ン,バ ル ・バ ル ア,バ ル ・プ ー カ ンな どが手 段 を 選 ばず競 い

あ った こ と に よ る。陰 謀,反 逆,暗 殺,内 乱 が続 き,王 国 内の 秩 序 は 混 乱 を 極 めた。 ガ

ウハ テ ィも再 び回 教 徒 の手 に落 ち,山 地諸 部族 も平原 に しば し ば侵入 し始 あ る。 しか

し,都 をパ ル コラへ と定 めた ガ ダ ー ダハ ル ・シ ン(Gadadhar Singh王 位 1681-96)
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は,内 乱 を抑 え,ガ ウハ テ ィの 回教 軍 を0掃 す る こ とに成 功 した 。 これ が 最 後 の 回

教 徒戦 争 と な り,国 境 は マ ナス(Manas)川 に定 め られ た 。 ま た この 時代 には,ヴ ァ

イ シsナ ヴ ァ派 の 勢 力 が 強 ま った こ とに よ って,サ クタ派 勢 力 との あ い だで 対 立 が 高

ま り,王 は僧 侶 を殺 す な ど して ヴ ァイ シ ュナ ヴ ァ派 を迫 害 し,サ クタ 派 を擁i護 した。

また,ガ ダ ー ダハ ル ・シンは,回 教 徒 の土 地 測 量 方 式 に学 び,ア ッサ ム領土 内 の測 量

を 開始 した。 面 積 の 単 位 は プ ラ(pura)で あ り,1プ ラは,約0.5ヘ クタ ール に相 当す

る。

 ル ドラ ・シ ン(Rudra Singh王 位 1696-1714)は,ヴ ァイ シュナ ヴ ァ派の 迫 害 を

停 止 し,カ チ ャ リ王 国,ジ ャィ ンテ ィ ア王 国に 攻 め入 り,そ れ らを併 合 した とい え る

ほ どの 服 属 を 得 た ほ か,そ の ほか多 くの 山 地諸 部族 の帰 属 を得 た ことで 知 られ る。 ま

た ベ ンガ ル か ら文 化,技 術 を 取 り入れ,諸 方 との 交 易 を盛 ん に した と い う。

 シブ ・シ ン(Sib Singh王 位 1714-1!)は,ヒ ン ドゥー教 を 庇 護 し,ア ホ ム族 の

間 に も酒 や 肉 を絶 つ こと が広 ま った。

 ラ ー ジ ェス ヴ ァル ・シ ン(Rajesvar Singh王 位 1751-69)の 時代 に は,ダ フ ラ族

に対 して 侵 入 を禁 止 した条 約 を結 び,ミ キ ール族 を 討 伐 した 。 ま た,ビ ル マ 人 に侵 攻

を受 けた マ ニ プ ー ル王 国 か ら,ビ ル マ人 を 駆 逐 した 。

 ラ ク シ ュ ミ ・シ ン(Lakshmi Singh王 位 1769-80)の 時 代 に至 る と,ヒ ン ドゥー

教 の 一 派 で あ るモ ァ マ リア派 の 強力 な反 乱 が 発生 した。

アホム王国の衰退

 モ ア マ リア派 の 反 乱 は,ガ ウ リナ ータ ・シ ン(Gaurinath Singh王 位 1780-95)

の 時 代 に 入 って も止 む こ とな く,さ らに ダ ラ ン(Darrang)の 属 王 の 子 で あ った ク リ

シsナ ・ナ ラヤ ンの反 乱 も起 こ り,上 ア ッサ ムで の反 乱 に対 処 で きな くな った王 は,

ガ ウハ テ ィの バ ル ・プ ー カ ンや マ ニ プ ー ル,カ チ ャ リ,ジ ャイ ンテ ィアの 諸 王 の援 護

を 求 め る ほ ど に追 い つ め られ,首 都 ガ ル ガ オ ン は焼 き払 わ れ た 。 モ ァ マ リア派 の 勢 力

は拡 大 し,ま た,こ の 混 乱 に よ って 多 くの小 王 が 地 方 に現 わ れ た。 つ い に ガ ゥ リナ ー

タ ・シ ンは,イ ギ リス に 助 けを 請 い,こ れ が1792年 の ウ ェル シZ大 尉 の 遠 征 と して 実

現 す る。 ウェル シ ュは,ガ ウ リナ ータ ・シ ン王 が部 下 を きび し く罰 す るの を お さえ,。

ク リシュ ナ ・ナ ラヤ ンを屈 服 させ,ガ ウハ テ ィ か ら上ア ッサ ムへ と進 み,モ アマ リア

軍 を撃 ち破 りつつ ラ ンプ0ル まで 進 軍 した。

 しか し,遠 征 隊 の撤 退 に ともな って ガ ウ リナ ー タ ・シ ン王 は ラ ンプ ール を断 念 して

ジ ョル ハ ッ ト(Jorhat)を 首 都 と した た め,東 イ ン ド会 社 は 上 ア ッサ ム に駐 屯 軍 を お
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く こと とな った 。

 この の ち,カ マ レス ヴ ァル ・シ ン(Kamalesvar Singh王 位 1795-1810)か らプ

ラ ンダ ー ル ・シン(Purandar Singh)ま で ア ホム 王 国 は 存続 す るが,ダ フ ラ族,モ ア

マ リア派,シ ンポ ー族,カ ム テ ィ族,カ チ ャ リ族 な ど は 各地 で 次 々 と反 乱 を起 こ し,

ビル マ軍 の侵 入,ビ ル マ戦 争 へ と至 った 。

アホム王国の政治体制

 王 は 国 家元 首 で あ る が,王 の即 位,外 敵 との 対 戦 と講 和 に 関 して は,3人 の ゴハ イ

ン(Gohain)に 対 して 諮 問 し,同 意 を得 な けれ ばな らな か った。 ゴハ イ ンは,一 般 行

政,外 交 に 関 して王 を補 佐 したの で あ る。 また ゴハ ィ ンは 自分 の 領 地 内で は 多 くの 独

立 した 統 治権 を も って い た。

 王 位 の継 承 は,世 襲 に よ って な され た。 王 族 で な い もの が王 位 に就 くこ とはで きな

か った 。 即 位 の大 典 は,初 代 の王 ス カ ーパ ーが都 に 定 めた チ ャ ライ デ オ にお いて 行 わ

れ た。 そ れ に は 降 臨神 話 の 時 代 か ら伝 わ る王 位 の し る しで あ る ソ ム デ オ と呼 ばれ る像

や,ヘ ンダ ー ン(Hengdan)と 呼 ばれ る剣 が 用 い られ た。 チ ャ ライ デ オは アホ ム族 の

祖 先 礼拝 の 中心 地で あ る。

 先 に 述 べ た よ うに,ゴ ハ イ ンには,ア ホ ム王 国成 立 時 か ら設 置 され て いた バ ル ・ゴ

ハ イ ンとブ ル ハ ・ゴハ イ ンが あ り,ス フ ンム ンの 時 代 に新 設 され た バ ル パ トラ ・ゴハ

イ ンを 合 わせ る と3人 で あ った。

 ゴハ イ ンに 次 ぐ官 職 と して は,大 守 で あ るバ ル ・バ ル ア とバ ル ・プ ー カ ンが あ った 。

これ らは,プ ラタ ープ ・シ ン(ス セ ンパ ー)王 の時 代 に,王 の 政務 委任 のた めに新 設 さ

れ た もの で,世 襲 に よ って 引 き継 が れ る官職 で はな く,12の 特 定 の家 系 か ら選 ば れ た

もの が 充 て られ た 。 バ ル ・バ ル ア は,サ デ ィヤ か ら コ リァバ ー ル に い た る地 域 の統 治

権 を も ち,11,000人 の パ イ ク(paik成 人 男 子)と 軍 隊 を 支 配下 に お い て いた 。 バ ル ・

プ ーカ ンは,も と カ ラ ン川 か らブ ラマ プ トラ川 の 間 を統 治 して い た が,ア ホム 王 国領

土 の西 方 拡 大 に つ れ て,ガ ウハ テ ィを根 拠地 と して コ リァバ ール か らゴ ァル パ ラを統

治す るに 至 った 。

 地 方 大 守 に は,サ デ ィヤ ・コ ワ ・ゴハ イ ン(Sadiya Khowa Gohain),モ ラ ンギ ・

コ ワ ・ゴハ イ ン(Morangi Khowa Gohain),ソ ラル ・コ ワ ・ゴハ イ ン(Sola1 Khowa

Gohain),カ ジ ャ リ ・ム ク ヒァ ・ゴハ イ ン(Kajali Mukhia Gohain),サ リ ンの ラ

ジ ャ(Raja of Saring),テ ィパ ム の ラ ジ ャ(Raj a of Tipam)な どが あ った。 これ

らの他 に,服 属 す る こ とに よ って 地方 大 守 と して認 め られ た 地 方君 主 た ちが あ った。
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以 上 の地 方 大守 た ちは,地 方 の租 税 を徴 収 して 王 へ 貢 納 す る義務 を 有 す るほ か,地 方

に お け る裁 判 権 を も って いた 。

 そ の他 の 官吏 に つ い て は,軍 事 上 の事 項 を含 まぬ 官 職 は,ア ホ ム族 以 外 の原 住 民

の 上層 階級 の もの を任 命 して も差 し支 え な か った。 この 中で 最高 位 の 官 職 は プ ー カ ン

(Phukan)で あ る。 プ ー カ ンに よ って 構 成 され る もの に,バ ル ・バ ル ア会 議,バ ル ・

プ ーカ ン会 議 があ り,そ れ ぞ れ6人 の プ ーカ ンに よ って構 成 され て いた 。 これ らの会

議 は バ ル ・バ ル ア,バ ル ・プ ー カ ンの諮 問機 関で あ る。 この他 に,様 々な 専 門 職 を

も った プ ーカ ンが あ った。 プ ー カ ンに 次 ぐ官職 と して は,バ ル アが あ って,こ れ に は,

や は り様 々な専 門職 を も った20数 人 の バ ル ァ が あ った。

 そ の ほ か の官職 に は,バ ル ・バ ル ア に従 属 して3,000人 の パ イ クを統 率 して い た ラ

ー ジ コワ(Rajkhowa)
,王 の代 理 と して外 国 お よび 山 地部 族 と折 衝 す る 官職 で あ るカ

タ キ(Kataki)な どが あ った。

 15才 か ら50才 の成 人 男 子 は パ イ ク と呼 ばれ,国 家 に対 して兵 役 や賦 役 の 義 務 を も っ

て い た 。4パ イ ク(後 に は3パ イ ク)は1ゴ ッ ト(got)に 組織 されて いた 。 ゴ ッ トの

中の メ ンバ ーが交 代 しつ つ,常 に一 人 は土 木 工 事 な どの 政 府 の仕 事 に勤 務 して い た 。

その 間 勤 務 中 の者 の家 族 や 耕 地 の面 倒 は,他 の メ ンバ ーが見 て いた 。 この土 木 作 業 に

よ っ て,ア ホ ム王 国時 代 に は 多 数 の道 路,池,土 手 が作 られ たの で あ る 。

 パ イ ク は さ らに ケル(khel)に 組織 され て いた 。 ケル は そ れ を指 揮 す る官吏 の等 級

に した が って 区別 され て いた 。 官 吏 の 名 前 とそ れ の指 揮 す るパ イ クの 人 数 を 列 挙 す る

と以 下 の よ う にな る。ボ ラ(Bora 20人),サ イ キ ア(Saikia 100人),ハ ザ リカ(Hazarika

1,000人),ラ ー ジ コワ(Rajkhowa 3,000人),プ ー カ ン(Phukan 6, OOO人)で あ る。

ケル は高 位 の貴 族 の間 に 分 配 され て い た し,官 吏 に は給 与 の代 わ りに パ イ ク があ てが

わ れ て い た。 パ イク は主 人 の 意 志 で や り取 りす る こ とがで きたの で あ る。 パ イ ク は,

ヶル の役 人 の 統 制 か らは 逃 れ る こと はで き なか っ た。

 これ らの奉 仕 に対 して,各 パ イ ク は 地代 免 除 の 水 田2プ ラ(pura約1ヘ クタ ール)

を与 え られて い た ほ か,屋 敷地 と菜 園 に要 す る土 地 が 与 え られ て いた が,人 頭税 と し

て1ル ピーを 政 府 に支 払 って い た。 氾濫 原 で の 移 動 耕 作者 は鋤 税 を 払 い,綿 を栽 培 し

た 山地 部 族 は 鍬税 を払 って いた 。 ま た 水 田 は と きど き分配 し直 され た の で,世 襲 的 な

もの で は な か った。

 戦 争捕 虜 や 山地諸 部 族 か ら買 得 した 奴隷 は主 人 の もの で あ り,耕 作 な どに 使 わ れ た

が,彼 らは国 家 に対 して は 何 の 義務 もも って は い なか った。 奴 隷 は公 然 と売 買 さ れ た。

                                 (月 原 敏 博)
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